
号

10

12

13

□無線従事者免
許
　同時申請

国家試験受験番号

６　工事落成の予定期日
□予備免許の日から　　月目の日
□日付指定：　　．　　．　　.

８　無線局の目的・通信事項 アマチュア業務用・アマチュア業務に関する事項
９　呼出符号

△△△△○○○○○

電波の型式並びに希望する周波
数及び空中線電力

☑指定可能な全ての電波の型式、周波数及び空中線電力

□15

変調方式コード

□移動する（陸上､海上及び上空）　　□移動しない

□11
　変更する欄
の番号

□４・５ □７

終段管

変更の種別 □取替　　　□増設　　　□撤去　　　□変更

適合表示無線設備の番号

発射可能な電波の型式及び
周波数の範囲

Ｖ

電圧

□９

第
○
送
信
機

□10

定格出力(Ｗ)

００２○○○○○○○

名称個数

その他の工事設計

□12

○○Ｗ

名称個数

□取替　　　□増設　　　□撤去　　　□変更

適合表示無線設備の番号

発射可能な電波の型式及び
周波数の範囲

○○○　○○○ＭＨｚ帯

変調方式コード

○○○

○○○○○変調

終段管
○○○○○○○ ○○．○Ｖ

定格出力(Ｗ)

電圧

２　申請（届出）の区分

５　氏名又は名称及び代表者氏名
フリガナ　○○○○○　○○○○○

○○○　○○○

３　個人／社団（クラブ）の別 □個人　□社団（クラブ）

４　住　所

都道府県－市区町村コード　〔　　　　　　　　　　〕
〒（○○○－○○○○）
○○○○○○○○○○

電話番号（○○○）○○○－○○○○

☑開設　□変更

国籍　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□無

無線局事項書及び工事設計書
１　免許の番号 Ａ第

住所

☑電波法第３章に規定する条件に合致する。

　無線設備の設置場所
又は常置場所

周波数測定装置の有無

送信空中線の型式

14　備考

周波数測定装置 □有
施行規則第11条の３第７号の装置 □有

15

工
事
設
計
書

同時申請の資格

修了証明書の番号

□送信機系統図添付図面

７　無線従事者免許証の番号

都道府県－市区町村コード　〔　　　　　　　　　　　〕

11　移動範囲

第
○
送
信
機

変更の種別

免許申請書の
「１ 申請者」と同様

外国籍の方は
国籍を記載

第４級アマチュア無線技士などの

無線従事者免許証の番号を記載

無線従事者免許証の手続きと

同時に行われる場合は☑と該

当の項目について記載

社団局の場合は社団名
と代表者氏名を記載

・「４ 住所」と同一であれば省略可能
・「４ 住所」と異なる場合は該当の住所を記載（申請者が所有等

している又はアマチュア局の開設等の同意を得ている、等の
確認資料の添付が必要

適合表示
無線設備
の場合は
記載不要

適合表示無線設備でない送信
機を使用する場合は各項目を
記載し、申請に当たっては
「（一財）日本アマチュア無
線振興協会」（ＪＡＲＤ）の
基本保証手続きが必要

26.175MHzを超える送信
機又は10W以下の送信機
のみの場合は記載不要

「11 移動範囲」が「移動する局」の場合は記載不

最大空中線電力が50Wを超える場合は
「移動しない」となり、すべての無線
機は「10 無線設備の設置場所」以外
では運用できません

・申請者が現にアマチュア局を開設してい
るときは、その免許の番号及び呼出符号
を記載

・申請者が過去にアマチュア局を開設して
いた場合で、その呼出符号を希望する場
合はその呼出符号を記載（アマチュア局
の廃止の日又は免許の有効期間満了の日
から５年を経過している場合はその呼出
符号が指定されていた旨を証する書面を
添付）

個人局又は社団局
のいずれかに☑
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